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美濃はつらつ通信 
令和 3 年 ３月号（第１８４号）     世帯数１4５世帯 

人 口 ３１５人 

   男 １４３人 

  女 １７２人 

高齢化率 5２.7％ 

（1月末現在） 美濃公民館 美濃地町イ１４６ ☎２９－００３１（FAX兼） 

３
月
の
主
な
行
事 

10
日
（
水
）・
中
西
中
学
校
卒
業
式 

19
日
（
金
）・
中
西
小
学
校
卒
業
式 

20
日
（
土
）・
春
分
の
日 

   

検索 

診療時間  
１３：3０～ 

９日 
神崎内科 

11 日 
 すみかわ 
クリニック 

23 日 
神崎内科 

18 日 
 

 

なかしま 
クリニック 

３月の診療予定

日 

・・・・
・
・・・・

・・・・
・・・・・

・・・・
・・・・

・・・
・
・

(おことわり)各行事予定につきましては、コロナウィルス感染症拡大防止のため規模縮小、中止または延期となる場合があります。 

フェイスブック「美濃地区地域自治組織 はつらつ美濃の里」 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

25 日 
林医院 

 

４日 

村野医院 

学校行事 

 
課題解決型学習「キャリアサポート教育」 
高校生×地域 高３年生対象

授業 【明誠高校】 

[中西小学校] 

お
礼 

 

上
城
九
郎 

 

豊
田 

良
久 

様 

 

美
濃
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
ま
し
て

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た 

 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す 

・・・
・・
・・
・・・
・・
・
・・・
・・
・・
・・・
・
・
・
・・・
・・・

・・・・
・・・
・・・
・・
・・・・
・・・
・・・
・・
・・・ 

✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀

令和２年度  益田市 
すくすく子育て支援事業 美濃版ふるさとカルタ作り 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・・・・
・ 

  
指の付け根まで 
こまめに手洗い 

外から 
帰ったら、うがい マスクの着用 

発熱がある場合 
は、毎日検温 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・・ 

✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀

◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿❀◦✿

❀◦✿❀◦✿❀ 

 平成３０年度から、美濃地区の歴史資源「桜田城」を切り口に地元学を学
ぶ取組として始まった“美濃版ふるさと教育”。３年目となった今年度はコ

ロナ禍対策として規模縮小し、１月２３日開催。公民館集会室にて地区内歴
史ガイド石橋靜子さんや公民館職員から主な史跡について説明を受けた参
加者は「桜田城」にまつわる“ふるさとカルタづくり”に挑戦しました。型

にこだわらず、自由な発想で史跡の写真を参考に、個性豊かな読み句を考え
ました。このカルタづくりは今後、シリーズ化する予定。次回は、この読み句に合う絵札を作る予定です。 

日本遺産出前講座 
益 田 市 
文化財課 美濃地区人権同和研修 

学校支援：エプロン製作 
～５年生  家庭科～ 

          地区民が小学校にお邪魔して児童と一緒に活動 
する授業が２月３日、１０日、１７日の計３日間、 

５年生１５人を対象に行われました。１月２６日 
には事前打合せが行われ、美濃地区からも３人がサポーターとして参加。布の裁ち方 
や待ち針の打ち方、ミシンの扱い方等の補助を行いました。子どもたちは地域の人た 
ちとふれあいながら手作りの楽しさを味わい、真剣な眼差しで取組んでいました。 

 

成果発表会 

 今から400～800年前に現在の益田地域の領主だっ

た益田氏は、木材や鉱物などの地域資源を活かして日本

海交易を進め、経済的繁栄と政治的安定の元、東アジア

の影響も受けた どこにもない文化がここ益田で栄えて

いました。江戸時代には、益田氏は益田を去ることにな

りましたが、城下町にならなかったこともあり再開発が

されず、中世時代の街並みがそのままに、港、城、館の

遺跡と景観、寺院や神社、庭園、絵画、仏像などの一級

品がまとまって残っていることから、現在の益田の地域

性につながる、上書きのないまま残る中世の姿と物語や

まちづくりの方向性との親和性などが評価され、益田市

の魅力あふれる有形・無形のさまざまな文化財郡が令和

２年６月１９日、日本遺産に認定されました。 

          (出典：島根県益田市観光公式サイト) 

高校生が益田市の 
地域への愛着や誇り、

地域貢献意欲を高めることを目的として 
各地区へ訪問して行われたキャリアサポ 
ート授業。半年間におよぶ生徒の活動の 

成果発表会が２月５日、明誠高校にて行われました。少々緊張
気味の５人でしたが、美濃地区での協力者の方々との活動をふ
りかえり、「美濃地区は夏にヒマワリがたくさん咲きます。ヒ
マワリを活用した商品も出ています。みなさんにも是非、美濃
地区を訪れてみてほしい」と発表しました。明誠高校キャリア
サポート教育は、次年度以降も実施予定となっています。地域
の皆さまには、ご迷惑をおかけすることもあるかと思います
が、今後ともよろしくお願いいたします。 

 益田市内に３本現存する
“被爆アオギリ３世”。こ
のうちの１本が美濃公民館
の裏手で現在も順調に育っ
ています。２月２１日、益田 

市遠田町の福原孝浩さんを 

講師にお招きし、“被爆アオギリ３世に学ぼう”と
題して、美濃地区人権同和研修が行われました。
被爆体験の語り部・故 沼田鈴子さんと親交があ
った福原さんは、語り部としての自身の使命を全
うした沼田さんの壮絶な半生をふりかえり、「平
和とは何か」と問いかけ、「戦争体験者の多くが亡
くなっていく中、私たちは自分たちに出来ること
から行動を起こしていく必要がある。真実を知
り、伝えることが平和への第一歩」と語りました。 

 

 今年度、日本遺産に認定された益田市の文化財
郡についての出前講座が２月１４日、自治組織委
員を含む２１人が参加して開催されました。史跡
整備推進室 長澤和幸室長および市文化財課 林弘
幸副主任は、「美濃地区には中世遺構(山城等)の他

にも弥生時代の石斧も出土していると聞いた。こ
の豊かな地域資源を活用して地域活性化に繋げ、
益田市全体も盛り上げてほしい」と語りました。 

  

ち
ょ
っ
と
、
ひ
と
休
み
。 

もうすぐ開花！ 

 ～お知らせ～ 

 美濃公民館では、令和３年度から
【歴史クラブ(仮)】(サークル活動)を
発足予定です。地区内の史跡はもとよ
り、関連する近隣の歴史資源について
も触れてみたいと思っています。「集
まれるひとが集まれるときに、気軽に
楽しんで活動する」会へのご参加お待
ちしています。定員や申込期限はあり
ません。興味のある方は、美濃公民館

(☎29－0031)へお声掛けください。 
 

林山桜田城縄張図 

石
斧
画
像
提
供 

比
治
山
大
学
安
間
拓
巳
教
授 

「友好の花」  

 昨夏、鎌手公民館へ 美
濃のヒマワリの種をおす
そ分けした際、同公民館
からスイセンの球根をい
ただきました。旧校門付
近が華やかになるように
と昨年１１月９日、岡崎
みどりさんと中島廣子さ
んが植付けを行ってくだ
さったスイセンにつぼみ
がつきました！(2/16 撮影) 

スイセンといえば白や黄色の花
がよく見られますが、そのほの
かな甘い香りは、天然香料とし
て香水に使われています。最近
では、ピンクや緑、オレンジなど
色とりどりの品種がでてきてい
ます。 (出典：LOVEGREEN) 

※画像は、イメージです。 

“よしべ日記” 

○感  ○染  ○症  ○予  ○防  

美濃の 
VOL.５ 

皆さん！お久しぶりのよしべ日記で

す！ (毎年、節分は鬼役で姪っ子たち 

を泣かすよしべです) 今回は、よしべ目線で

注目した[公民館の中のお気に入りのコーナ

ー]を紹介したいと思います！今現在の“よ

しべのイチオシ”は、地域の方の作品が飾ら

れているコーナーです！館内のいろんな場

所に作品が飾られていますが、もっと作品が

多くなってこのコーナーが大きくなればい

いなと思ってたり…？来館された際には、ぜ

ひゆったりと作品を鑑賞してくださいネ！ 

玄関ホール ロビー(事務室側) ロビー(正面) 

和室 

有田町の畑で収穫された海獣。「オットセイ」？「アザラシ」？ 

公民館では、展示用の作品

を随時受付ています！いつ

でもお声掛けくださいネ。 

 


